
                                   

 

 

 

Ｒ３.10.21 宇和島南中等教育学校 保健室 

秋は新米や野菜や果物など、たくさんの食材が収穫の時期を迎えます。おいしくて栄養たっぷりの旬の食

ベ物を味わい、抵抗力を高めましょう。朝晩は、肌寒さを感じるようになりました。日中の寒暖差に注意し

て、こまめに衣服で調節して体調管理に努め、実り多き秋にしましょう。 

 

 

 

私たちの脳に送られる情報の約 80%は目から入っています。「脳の出張所」と言われるほど大切な器官で

起きている間ずっと働き続けてくれている目。この機会に目の健康について考えてみましょう。 

 

左のグラフは、４月に実施した視力検査

の結果です。例年、学年が上がるにつれて

視力Ａ（1.0以上）の割合が減り、矯正視

力（コンタクトやメガネ常用）の割合が増

える傾向があります。２年生については、

昨年度から、視力Ａの人の割合が少なく、

視力Ⅾの人の割合が高くなっており、視力

の低下が気になります。 

視力の低下は学習にも大きな影響を及

ぼします。受診勧告書をもらった人や、「黒

板（ホワイトボードを含む）の文字が見え

にくいな」と感じた時は、早めに眼科専門

医で目の状態を診察してもらい、自分に合

った視力矯正をしてもらいましょう。 

 

 

 

色の見え方が異なる人に配慮した「カラーユニバーサルデザイン」が近年、社会的に推進されてい

ます。（公共施設・交通機関の案内表示など）。一方、学校では平成 15（2003）年度実施の定期健康診

断より「色覚検査」が必須項目からはずされ、『赤と緑』、『青と紫』など特定の色の組み合わせが見え

にくいことにお子さん本人も気が付いていない場合があります。 

 先天的に色の見え方が異なる人は、日本では男性の約 5％、女性の約 0.2％が該当するとされていま

す。特定の色の組み合わせは一般的な教材や教具において意図せず使用されていることがあり、学校

生活のさまざまな場面で「見えにくさ」を感じる可能性があります。 

また、将来、進路や職業を選択するに当たり、自分自身の色覚特性を知

っておくことは大切です。 

お子さんの様子などからお気付きの点、また色の見え方について御不明

な点などがありましたら、担任または養護教諭に御相談・御連絡ください。 
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令和３年度視力検査結果
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色の見え方が異なる人に配慮した「カラーユニバーサルデザイン」が近年、社会的に推進されてい 

 

 

 

                           

                            

                          ◇◇その香 困っている人がいるかも？◇◇ 

近年、化学物質過敏症やアレルギー体質等により、香水 

や柔軟剤、合成洗剤などに含まれる香料などの化学物質に

敏感に反応し、不快に感じたり、咳や頭痛、めまいなどの

体調不良を感じたりする人が増えています。自分にとって

はいい香りでも、その香が苦手な人もいること、中には体

調をくずす人がいるということを認識し、公共の場など多

くの人が集まる所では、使用量の目安を参考に、適正量を

守るなど、周りの人に配慮
は い り ょ

した使用を心がけましょう。

【使用の配慮
は い り ょ

が必要なもの】 

香水、柔軟剤、合成洗剤、芳香剤、消臭剤、整髪料、シャ

ンプー、コンディショナー、制汗剤、ハンドクリームなど 

 

 

 

 

 

 


